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公 式 試 合 記 録

試合番号 開催日 開始時間 プール／回戦 試 合 会 場
⑫ 11月19日（土） 16:45  男子準決勝 大井ホッケー場 メインピッチ

2岐阜朝日クラブ
1 2  Q 0

立命館大学
0 3  Q 0

（岐阜県）

第96回 全日本男子ホッケー選手権大会
2022年11月18日（金）～11月20日（日） 

公益社団法人

日本ホッケー協会

チーム名

1

0 1  Q 1

0 4  Q 1 （京都府）

出場時間 背番号 氏   名 (GK/C) Ｇ Ｙ Ｒ

× 1 河邉 皓星 × 1

Ｒ 出場時間 背番号 氏   名 (GK/C) Ｇ Ｙ

佐伯 尚憲 (C)

× 2 山田 翔太 (GK)

× 3 丸山 彦樹

× 4 藤沢 颯人

× 3 井上 拓哉

× 2 山口 和希

× 4 藤井 辰憲

6 5 加藤 宏明 5

× 6 永井 祐真 30 × 6

5 道端 良 51

山中 基矢

5 7 髙島 寛司 60

× 8 田中 世蓮 (C)

× 8 岩山 航大

× 9 川村 裕亮

6 13 堀江 幸聖 × 11 平木 創大

5 12 佐橋 翔太 11 10 松谷 和樹

6 15 福田 昇司 5 16

× 13 高出 大暉

古関 健人

× 14 縣  諄

× 18 落合 晴輝

20 北河 拓実 (GK)

× 17 戸田 樹

8 18

5 21 伊帳田 樹 5 19

藤原 光輝

加藤 颯大 45

× 24 千葉 健寛

× 27 小沢  諒 25

× 20 川原 大和

コーチ コーチ

× 30 吉川 貴史 (GK) 5 24

11 22 佐々木 拓人

 監  督  監  督
 藤井 辰憲  松村 誠

福田 凌大

 アンパイア  アンパイア
野澤  達 加藤 拓馬
 スコアリング ジャッジ  タイミング ジャッジ
増田 久則 栗原 崇
 Ｔ  Ｏ  リザーブ アンパイア
中野 典子 堀江 紀之

チーム 時間 № 種類 得点 № 種類 得点
立命館大学 10 9 FG 0 1

チーム 時間 № 種類 得点 チーム

岐阜朝日 29 2 PC 1 0

時間

立命館大学 47 4 PC 1 2

種類： FG =  ﾌｨｰﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ．PC =ﾍﾟﾅﾙﾃｨｺｰﾅｰ．PS = ﾍﾟﾅﾙﾃｨｽﾄﾛｰｸ

特記事 VUMP 小原 直也
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0 1Q 1
1 2Q 0
0 3Q 1
1 4Q 1

0 1Q 1
1 2Q 0
0 3Q 0
0 4Q 1

得点
天理：25分（永吉、PS）、51分（田中（翼）、FG）

テクニカルオフィサー 髙野　禎
アンパイア

木下　英貴
ジャッジ 栗原　崇/長谷川　慧 氏家　健太

テクニカルオフィサー 中野　典子
アンパイア

野澤　達
ジャッジ 増田　久則/栗原　崇 加藤　拓馬

1

得点
岐阜朝日ク：29分（山田、PC）

立命館：10分（川村、FG）、47分（藤沢、PC）

戦評

岐阜朝日のセンターパスで試合が開始された。序盤、岐阜朝日が高いボール保有率をキープする
も立命館の固い守りに阻まれサークルインできず。10分左から切り込んだ立命館9番川村が強烈な
プッシュでゴール右下に決める。第2Qに入り一進一退の攻防が続くなか、22分立命館が攻め込み
24番福田がライン際からのシュートを放つも岐阜朝日ＧＫ吉川に阻まれる。29分岐阜朝日がPCを
獲得する。2番山田のフリックシュートが鮮やかに決まり、1ー1の同点となる。第3Qに入り岐阜朝日
がスピードアップし、立命館陣内に攻め上がる展開となるも、立命館は冷静にはね返し、一進一退
の攻防を繰り返す。互いに決定的なチャンスを作れないまま第3Qが終了した。第4Qに入り47分立
命館はPCから4番藤沢がこぼれ球を叩き込み、勝ち越しに成功する。その後両チーム、大きなチャ
ンスを作れない時間が続く。58分追い付きたい岐阜朝日がパワープレーに出る。60分立命館8番岩
山にグリーンカードが出され2分間の退場となる。その後、岐阜朝日が続け様にPCのチャンスを得
るがゴールに届かず、試合終了。立命館が決勝に駒を進めた。

L栃木：12分（大橋、PC）、34分（松本、FG）、60分（霧下、PC）

戦評

天理のセンターパスにより試合が開始された。第1Qは一進一退の攻防が続く中、13分LIEBE栃木
がPCを獲得。7番加藤の強烈なフリックシュートをＧＫがセーブするも、リバウンドを14番大橋がゴー
ルに叩き込んでＬ栃木が先制点を奪う。第2Qに入り天理がやや優位に進める。17分、天理21番千
葉が左サイドから入り込み自らシュートを放つもの惜しくも枠の外へ。その後も10番松島がセンター
からリバースシュートを放つなど、天理の波状攻撃が続く。25分、天理がPC獲得。L栃木GK森田が
弾いたボールを天理が押し込むも、際どいビデオ判定となりPSを得る。天理永吉が冷静に決めて
同点とする。26分L栃木がカウンターから7番加藤がサークル内でのキープからシュートをゴールに
放つもクロスの反則でノーゴールに。その後も激しいボールの奪い合いとなり、第2Q終了。第3Qに
入り34分L栃木がサークル内への放り込んだボールに対して、11番の松本が素早く反応し、相手
ボールを奪ってシュート。これが決まりL栃木が再びリードを奪う。38分天理12番和田がグリーン
カードを受け2分間の退場となる。42分L栃木11番松本がスルーパスを受けてディフェンスの裏に抜
け出すも天理GK1番坂口のファインセーブ連発に阻まれる。45分天理20番山堀がスピードのあるド
リブルで切り込むも得点につながらず。第3QはL栃木が1点リードし、最終第4Qを迎える。第4Q51
分天理21番千葉の打ち込みに対して、11番田中が反応し、タッチシュートが決まる。天理が追いつ
き、2-2の同点となる。L栃木は53分、54分、55分と立て続けにPCを得て攻め込むが、天理の好守
に阻まれる。Ｌ栃木は56分村田、58分稲山が、それぞれグリーン、イエローカードを受けて退場とな
る。数的優位な天理は60分10番松島がドリブルで切り込み、シュート打つも惜しくも外れる。このま
まSO戦に突入かと思われたが残り10秒でL栃木が打ち込みからPCを獲得。4番霧下が強烈なフ
リックシュートを決めて勝ち越し。直後にホーンが鳴り、試合終了となる。L栃木が劇的な勝利をもの
にし、決勝へと駒を進めた。

第3試合

天理大学 LIEBE栃木2 3

立命館大学岐阜朝日クラブ

第4試合
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